




















たちの回想という 3 要因によって、1960 年代学生運動にかんする総括が十分になされてき




































 第 3 部は「1960 年代学生運動の位相」と題し、第 2 部の内容をふまえて、より外在的な
観点から 1960年代学生運動の意義について考察する。第 8章「グローバル・シックスティ
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いる。全体は 3 部にわかれ、第 1 章から第 9 章、終章の計 10 章から構成されている。 
 第 1 部「本稿の課題と方法論」の第 1 章では 1960 年代後半の日本の学生運動に関する研究の現
状を批判し、問題の所在と研究課題を明らかにする。第 2 章では方法論的検討を行い、聞き取り
調査によって集めた生活史分析という本論文の方法論的意義を述べる。 
 第 2 部「多元的アクターたちの相互作用と主体化」の第 3 章では、聞き取り対象者の幼少期か
ら東大入学直前までの政治的社会化過程の特徴を考察し、階層などの家庭環境、学校・教育・教
員・戦争に関する周囲の経験などの影響を分析する。第 4 章では、1960 年代後半までに形成され
ていた、動員・活動に関わる学生運動文化のありようを論じる。スターリン批判や 60 年安保闘争
を経て、新左翼の学生運動が形成され、学生運動の多元化の中で、東大闘争が生じたことを指摘
する。第 5 章から第 7 章では、参加者の問題意識・動機・政治的志向性に焦点をあてながら、1968
〜69 年の東大闘争における参加者・関係者の経験を、発生・展開・収束の 3 段階に分けて検討し、
民青系、新左翼諸党派、ノンセクト・ラディカル、それぞれの戦略や対応の相違を考察する。 
 第 3 部「1960 年代学生運動の位相」では、第 8 章でグローバル・シックスティーズ論を参照し
ながら、またアジア圏内のトランスナショナルな相互作用に着目して、同時代のグローバルな現
象として、日本の 1960 年代後半の学生運動を位置づけ直す。第 9 章では通時的な観点から、戦後
社会運動史における 1960 年代後半の学生運動の意義を考察し、聞き取りから抽出した〈制度政治
志向〉〈文化変革志向〉〈サブ政治志向〉〈制度改良志向〉という政治的志向性の 4 類型にもとづい
て、闘争参加者の 1970 年代以降の社会的活動への関与のしかたを分析する。 
 本論文は、先行研究の限界を指摘し、政治的社会化や主体化の契機、政治的志向性、運動文化
の変容、党派間の相互作用、グローバルな文脈などに着目しながら、学生運動の形成と展開過程、
歴史的およびグローバルな意義の内在的解明に成功している。理論的および実証的に、1960 年代
学生運動研究を根底から刷新する意義を持つものであり、斯界の発展に寄与するところ大なるも
のがある。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有する
ものと認められる。 
